
【施設概要】
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（施設所管課による評価）

（施設所管課による評価）

地域の子どもたちの健全育成のために事業に取り組んでいる。
利用児童の家庭との情報共有や自治会、近隣住民との交流を積極的に図り、地域と良好な
関係が築けている。
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  令和7年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

令和12年3月31日令和7年4月1日

料金制導入区分 無料施設社会福祉法人　上田市社会福祉協議会

～

55

1,284

管理業務
の状況

作業内容

館内の清掃
給排水・冷暖房・電気設備・遊具等の点検

防火管理者による点検
外灯・雨水排水設備、敷地内美観保持、冬季の排除雪等

施設所管課

R6年度実績

延べ利用者数
（Ｒ7）

日 30,956
一日あたり
利用者数

設置目的
地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第1項及び児童福祉法（昭和22年法律第164号）第35条第
3号の規定により、地域児童に健全な遊びの場を与え、個別的又は集団的な指導により児童の健全な育成を図る
ため、児童館を設置する。

前年度比

102.9

40

134.3

103.1

利用区分等

小学生

中・高校生

幼児

大人

役職等（職務内容）

常勤

非常勤

R7年度実績

108286

職員の
配置状況

開館日数

参加者数開催日時

設定目標値 達成率

施設の
利用状況

自主事業
の状況

13,277

事業・イベント名（内容）

5年間

野澤（1836）

(1)　施設、設備等の維持管理に関する業務
　　ア　建物等安全管理業務
　　イ　建物等清掃業務
　　ウ　日常点検及び定期点検
　　エ　消防設備点検業務
　　オ　設備等保守業務
　　カ　外構管理業務
　　キ　その他の業務
(2)　施設の運営に関する業務
　　ア　入所の手続きに関する業務
　　イ　児童の健全育成に関すること。
　　ウ　児童の安全管理に関すること。
　　エ　地域との連携に関すること。
　　オ　その他の業務
(3)　前2号に掲げるもののほか、施設の運営に関する業務のうち、市長又は教育委
員会のみの権限に属する業務を除く業務
(4)　指定管理者に付帯する業務
(5)　自主業務						

上田市神科児童センター

作業項目 回数 実施日 実施状況

日常清掃 1日2回以上 毎日 開館前、閉館後に実施

教育委員会 学校教育課 担当者（内線）

指定管理者が
行う業務内容

施設名称

指定管理者名

指定管理期間

日常点検 1日1回 毎日 チェックシートにより目視で実施

消防設備点検 1日1回以上 毎日 資格所有職員が開館前に目視で確認

外構管理 1日1回 毎日 職員が開館前・閉館後に確認し、必要に応じて掃除等実施

4

2

実績計画

2

4



【施設所管課による評価】（全施設共通評価項目）

（施設所管課の評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○

消防設備は法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

第三者への業務委託は適正に行われているか。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

利用者サービス向上の取組

施設利用者への対応

○

○

○

○

◎

◎

◎

施
設
管
理

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。
施設運営に不要な経費の支出がないか。

○

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。

収入の状況
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況 ○

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

施設の運営・清掃の状況

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○
光熱水費・環境への配慮の状況

評価項目

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われているか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞なく提出され
ているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

○

○

○

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整理整頓が行わ
れているかどうか。

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

判　断　基　準

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されているか。
責任者や指揮命令系統は明確か。

評価

○設備・備品の保守・管理状況

事務手続きの状況

利
用
者
サ
ー
ビ
ス

管理費用の執行状況は適正か。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

利用者が気持ちよく利用できるよう、接客マナーや施設利用に係るサービスは適切で
あるか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握し、施設運営に
反映する仕組が整っているか。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対する研修等、
適切な対応が行われているか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

安
全
対
策
・
危
機
管
理

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難訓練等、必要な
取り組みが行なわれているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のために必要な対
策が講じられているか。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入しているか。
（※加入不要な施設は評価対象外）

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施等、漏洩防止
の対策が講じられているか。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法が明確であ
り、適切に管理されているか。

財
務
状
況

経理事務・帳票類の保管等

利用者の安全対策・緊急時の対応

個人情報の保護・施設管理上の秘
密の保持等

○

○

○

○

個
別
事
項

従
業
員
の
労
働
条
件

労働条件の明示、帳簿類の整備等

社会保険・労働保険に加入しているか。

労働条件の内容

各種保険・安全衛生

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されているか。

就業規則が適正に整備されているか。

賃金の管理は適正か。

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生の管理体制は適正か。

36協定が適正に締結されているか。

労働時間の管理は適正か。



↓

指定
管理者

所管課 確認方法（例）

○ 事業報告

○ 実地（聞き取り）

○ 実地（聞き取り）

○ 申請書等

○ 事業報告

○ 実地（目視）

○ 事業報告

○ 実地（聞き取り）

○ 事業報告、実地（聞き取り）

○
事業報告、
実地（目視、聞き取り）

○ 事業報告

○ 実地（聞き取り）

○ 実地（目視）

○ 実地（目視）

○ 事業報告

○ 事業報告、実地（書類確認）

○ 実地（目視）

○ 実地（目視）

○ 実地（目視、聞取り）

○ 実地（目視）

○ 申請書等

○ 申請書等

○ 申請書等

- 事業報告

- 事業報告

- 事業報告、例月の報告

- 申請書等

○ 事業報告

○ 事業報告

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ 実地（目視、聞き取り）

○ 決算書

○ 実地（書類確認）

○ 事業報告、実地（書類確認）

事業計画書等に基づき、人員を過不足なく配置している（有
資格者を含む）。

日報や経理帳簿等が法令、協定に基づき保管されている。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われ
ているか。

責任者(代理するもの)が常駐している。

電気・ガス・水道・燃料は、施設の利用状況等に応じて適
切な使用量となっているか。

燃料、光熱水費の使用量は適切である。
（過去３年間と比べて大幅な増減がない）

点検・修理履歴等を記録し、保管している。

設備等に不備が無く、安全に利用できる状態である。

点検・修理履歴等を記録し、保管している。

設備等に不備が無く、安全に利用できる状態である。

使用量の推移について把握・分析をしている。

消防設備は法令等に基づき点検が行われているか。避
難経路に障害物はないか。（※消防設備が不要な施設
は評価対象外）

日常・法定点検は法令のとおりに実施している。

第三者への業務委託は適正に行われているか 市の承認を得て再委託をしている。

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。

基本協定書の備品台帳１の備品が過不足なく管理されてい
る。

備品台帳２（指定管理料で購入した備品）及び備品台帳３（指
定管理者が設置した備品）が整備され、過不足なく管理され
ている。

利用者が快適に利用できる状態である。

設備・備品の保守・管理
状況

事務手続きの状況

日常・法定点検は事業計画等に基づき実施している。

上田市指定管理者モニタリング評価実地調査チェックリスト

課  長 係  長 係　員 担　当

条例、仕様書等に従い、開館日、開館時間等を遵守している。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、
施設の清掃や整理整頓が行われているかどうか。

仕様書等に定めている回数・頻度のとおりに実施している。

施設内外の外観は清潔に保たれ、樹木等や植栽は手入れさ
れている。

評価項目 判　断　基　準 点検内容

施
設
管
理

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格
者が配置されているか。責任者や指揮命令系統は明確
か。

「○」
「×」
「-」

のいずれか
を記入

社会福祉法人　上田市社会福祉協議会

学校教育課

実地調査実施日

施設の運営・清掃の状
況

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別に取組
んでいるか

施設内の温度設定や節電、節水等、省エネに関する取組を
行っている。

廃棄物は市の基準に従い分別・処理し、リサイクルの推進等、
排出量を減らす工夫をしている。

光熱水費・環境への配
慮の状況

現金は必ず鍵のかかる金庫で保管し、金庫と鍵の管理は最小
限の職員で行っている。

財
務
状
況

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。 収支予算書と大幅な相違（3割以上）はない。

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われ
ているか。施設運営に不要な経費の支出がないか。

収支予算書と大幅な相違（3割以上）はない。

一般管理費(間接経費)が計上されている場合、金額や根拠
が明らかで、客観的に妥当な内容である。

管理費用の執行状況は適正か

管理業務に関する経費と自主事業等その他の経費が区分さ
れている。

専用の口座、帳簿等を備えている。

市への報告書と帳簿・伝票の整合が図られている。

現金を受領した際は、必ず領収書等を発行している。

経理事務・帳票類の保
管等

施設名 上田市神科児童センター

指定管理者名

施設所管課名

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。 収入の増加に向けた取組が行われている。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。

条例、規則等に基づいた料金の徴収を行っている。

利用料金の減免は、条例、募集要項等に基づき市の承認を受
けて実施している。

収入の状況
（※無料施設は評価対
象外）

所管課確認欄

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書
等の書類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適
切か。

各種書類が提出期限までに提出された。

記載事項に漏れや不備が無い。

条例と異なる開館日、開館時間等の場合は、市の承認を得て
いる。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守さ
れているか。

避難経路の確保がなされている。

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕
が適切に行われているか
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指定
管理者

所管課 確認方法（例）評価項目 判　断　基　準 点検内容

○ 実地（書類確認）

○ 実地（聞き取り）

○ 実地（目視、書類確認）

○ 実地（聞き取り、書類確認）

○ 実地（聞き取り）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ 実地（書類確認）

○ 事業報告、実地（書類確認）

○ 実地（聞き取り）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ 事業報告、実地（書類確認）

○ 実地（聞き取り）

○ 事業報告

○ 実地（目視）

○ 実地（目視）

○ 実地（聞き取り）

○ 実地（聞き取り）

○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ 実地（聞き取り）

○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ 事業報告、実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

個人情報保護に関する規定が整備されている。

個人情報の漏洩、紛失等の事故防止対策を講じている。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の
管理者や管理方法が明確であり、適切に管理されてい
るか。

鍵等は管理台帳を作成するなどして所在が明らかになるよう
管理している。

鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の漏洩、紛失等の事故防
止対策を講じている。

割増率は時間外労働は2割5分、休日労働は3割5分、60時
間を超える時間外労働は5割以上となっている。
（中小企業に対する特例措置（60時間を超える時間外労働を
2割5分とできる）の廃止は2023.3.31）

タイムカードやパソコンの履歴など、客観的に確認できる方
法により、始業時刻・終業時刻を把握している。

休憩時間は労働時間に応じて法令のとおり与えられている。

受付や電話対応は、明るくはきはきとしている。

高齢者や障がい者などが施設を利用する際には、声掛けする
などの配慮をしている。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 施設の予約や利用等が公平に行われている。

利用者アンケート結果や意見等への対応内容は職員間で共
有されている。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じな
いよう、職員に対する研修等、適切な対応が行われてい
るか。

職員に対する研修内容・参加人数等は事業計画に沿ってい
る。

従業員の言葉づかい、勤務態度、服装(名札の着用含む)等の
接遇状況は適切か

個人情報の保護・施設
管理上の秘密の保持等

利用者の安全対策・緊
急時の対応

利用者サービス向上の
取組

施設利用者への対応

労働条件の明示、帳簿
類の整備等

労働条件の内容

利
用
者
サ
ー
ビ
ス

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任
保険に加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象
外）

仕様書等で定めた施設賠償責任保険に加入している。

補償内容は施設や設備に応じたものとなっている。

施設管理上の秘密を管理する者や管理方法が明確である。

安
全
対
策
・
危
機
管
理

安
全
対
策
・
危
機
管
理

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるととも
に、職員研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられて
いるか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や
苦情等を把握し、施設運営に反映する仕組が整ってい
るか。

利用者アンケート等、満足度調査を実施している。

意見・苦情・要望等に迅速に対応し、対応した内容が記録され
ている。

職
員
の
労
働
条
件

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されている
か。

労働契約書（労働条件通知書）を作成し、本人に交付してい
る。

労働契約書（労働条件通知書）の内容は適正か。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に
整備されているか。

労働者名簿、出勤簿、賃金台帳は作成している。

就業規則が適正に整備されているか。

労働時間の管理は適正か。

所定労働時間は、法定労働時間の範囲内に定められている。

年次有給休暇は勤続年数により付与され、繰越は翌年までと
なっている。年5日の取得義務を遵守している。

賃金の管理は適正か。

最低賃金以上の額が支払われている。

賃金規程等に基づいて計算・支給がなされている。

法定休日は、週1回または4週に4日以上与えている。

時間外・休日労働時間数の算出は、1ヶ月における各々の時
間数の合計となっている。端数がある場合、30分未満は切り
捨て、それ以上は1時間に切り上げている。

36協定の限度時間を超える長時間労働を行っていない。

36協定を締結して、有効期間開始前に労働基準監督署へ届
け出ている。

パートタイマー等の短時間労働者や有期雇用労働者にも付与
している。

年休取得日の賃金は、就業規則等で定めたとおり計算されて
いる。

年休管理簿等で年休管理が行われている。

割増賃金の算定基礎賃金、計算方法は、労働時間数、賃金の
支給単位（時給・日給・月給など）等に応じたものである。

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

有効期間は、1年以内となっている。

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備され
るとともに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれて
いるか。

災害時・防犯等のマニュアルが整備されている。

緊急時の連絡体制が整備されている。

定期的な訓練を行っている。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止
や安全確保のために必要な対策が講じられているか。

事故対応マニュアルが整備されている。

事件・事故等の発生状況と対応した内容を記録している。

日ごろから施設・設備等の状況を把握している。

利用者が気持ちよく利用できるよう、接客マナーや施
設利用に係るサービスは適切であるか。

就業規則は法令（基準法第89条）の事項について作成し、社
内に周知している。

労働基準監督署に届け出ている。

定期的に見直し、法改正に対応した変更手続きが行われてい
る。

36協定が適正に締結されているか。

社会保険・労働保険に加入しているか。

要件を満たす者は労働保険（労災保険、雇用保険）に加入して
いる。

各種保険・安全衛生
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指定
管理者

所管課 確認方法（例）評価項目 判　断　基　準 点検内容

○ 実地（書類確認）

○ 実地（聞き取り）

○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ 事業報告、実地（書類確認）

○ 実地（書類確認）

職
員
の
労
働
条
件

健康診断の記録を作成し、5年間保存している。

安全衛生の管理体制は適正か。

安全管理体制が整備されている。

法定責任者（安全管理者、衛生管理者、推進者、産業医等）を
選任している。

定期健康診断は年1回以上実施している。

社会保険・労働保険に加入しているか。
要件を満たす者は社会保険（健康保険、厚生年金保険）に加
入している。

各種保険・安全衛生

5



【指定管理者による自己評価】（セルフモニタリング）

特にありませんでした。

(２)指定管理業務実施上の課題

(１)令和7年度（令和7年4月1日～令和8年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

・今年度も昨年度に引き続き、遊戯室での遊びの開始時間をホワイトボードに掲示することで希望する
児童がわかるようにしました。その日の児童の様子、人数、希望などを考慮しながら遊びを選定し、多く
の児童が満足できるように考えました。児童も掲示が日常化し、ボードを見ながら遊びを選択していま
した。
・昨年同様に、遊戯室・図書室・和室の他にも子育てひろばの和室を半分お借りし、レゴブロック専用の
遊び場にしました。遊戯室・和室とも運動の場所、静かな場所の概念を取り払いドミノ、カプラ、くるくる
スロープ、ままごとの場所としても活用し、児童が希望の遊びができるように対応しました。
・一輪車・なわとびの合格者を掲示することで励みになり、多くの児童が合格しました。一輪車は２台寄
付をいただき１４台に増え、希望者が練習できるように計画しました。

・遊戯室の４か所の水銀灯は全部使用せず、２か所を付けて過ごしました。
・電気代の削減のため図書室・事務室の蛍光灯を全てLEDに交換しました。
・ストーブ、エアコンなどは児童の来館時間を考慮して使用しました。
・空き箱を集めて自由工作に利用しました。保護者の方々も寄付してくださり助かりました。日常の工作
は在庫の材料（寄付していただいた紙類・毛糸など）も利用しました。
・紙ごみは資源回収に回し、ごみの削減に努めました。

・火災・地震・不審者・自然災害に備え、毎月避難訓練を実施しました。職員は常に危機管理意識を持つ
よう心掛け、児童と共に防災意識を高めることができました。心肺蘇生法やAEDの研修会などにも全職
員が参加しました。
・毎月児童センター内外の施設・遊具の点検を行い、事故防止に努めました。
・センター内外の環境整備に努め、草取り、落ち葉掃き、掃除、整理整頓に心がけ、利用者が気持ちよく
利用できるようにしました。

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

・施設が老朽化し、軒下、天井からの雨漏りもあちこちで見られます。本格的な大規模修理が必要な時期
に来て、業者の見積もりも出して頂きました。今後も修繕費が膨らむことが予想されます。
・気候変動で夏場の暑さが異常になり、遊戯室もスポットクーラーを夏季にレンタルしていただきまし
た。今後も冷房等の必要性から大きな予算が必要となってくると思われます。

・今後も利用児童が、楽しく、安心安全に過ごせる場所となるように努めます。
　利用児童が多い中、いかに楽しく安全に過ごせるかを職員間で話し合い、児童の意見を聞きながら、
改善するところは改善しながら、日常の遊びを考えていきたい。新しい情報などにアンテナを立て、よい
ものは取り入れていきたい。
・自治会と併設の施設のため、今後も自治会と協力しながら運営していきたい。

・「乱暴な児童が怖くてセンターの利用ができない。」「乱暴な児童を出入り禁止にできないのか」など数
人の保護者からご意見をいただきました。支援の必要な児童の対応を保護者に伝えても改善がみられ
ませんでした。学校・教委・社協と連携して対応を考えましたが、中々前には進めませんでした。利用人数
が多いセンターでの、児童のみならず職員にも暴力、暴言をふるう児童への対応が今後の課題と思いま
す。




